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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバが，複数の関連ウェブページ内のコンテンツを分類・整理し，再構成して，前記
サーバと通信回線を介して接続された端末に表示するための方法であって，
　前記複数の関連ウェブページは，あるウェブサイトに含まれる複数のウェブページであ
り，
　前記サーバが，複数の関連ウェブページ内のコンテンツをテキスト，及び画像に分類し
て，各関連ウェブページのテキスト及び画像の配置を把握するウェブ内配置把握工程と，
　前記サーバが，前記ウェブ内配置把握工程で把握したテキスト及び画像の配置に基づい
て，各関連ウェブページを，前記テキストのみ又は前記テキスト及び前記画像を含む複数
の区分に分割するウェブ分割工程と，
　前記サーバが，前記区分の属性を示す複数の特徴語が当該特徴語と関連する単語と関連
付けて記憶されている特徴語データベースを参照して，前記ウェブ分割工程で分割した各
関連ウェブページの区分ごとに，当該区分に含まれるテキストに基づいて，当該区分の属
性を示す特徴語を抽出する特徴語抽出工程と，
　前記サーバが，前記各関連ウェブページに含まれる複数の区分ごとに，当該区分に含ま
れるテキスト又は画像を，前記特徴語抽出工程で抽出した前記特徴語と関連付けてデータ
ベースに記憶する特徴語記憶工程と， 
　前記サーバが，前記関連ウェブページへのリンク情報と共に前記端末に表示させるため
のテキスト又は画像を含む区分の属性を示す一又は複数の特徴語の入力を受け付ける特徴
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語入力工程と， 
　前記サーバが，前記端末に入力された検索条件を用いて，前記データベースから当該検
索条件を満たす一又は複数の関連ウェブページを抽出する関連ウェブページ抽出工程と，
　前記サーバが，前記特徴語記憶工程において前記データベースに記憶されている区分に
含まれるテキスト又は画像のうち，前記関連ウェブページ抽出工程で抽出された各関連ウ
ェブページに含まれ，かつ，前記特徴語入力工程で入力された一又は複数の特徴語と関連
付けて記憶されている区分に含まれるテキスト又は画像を読み出し，当該テキストの数又
は当該画像の数に基づいて，当該テキスト又は当該画像が含まれる各関連ウェブページへ
のリンク情報とともに，当該テキスト又は当該画像を表示するための表示領域を演算する
表示情報整理工程と，
　前記サーバが，前記表示情報整理工程において演算した前記表示領域に前記特徴語と関
連した前記区分に含まれるテキスト又は画像を割り当て，前記検索条件が入力された前記
端末に，前記複数の関連ウェブページへのリンクとともに表示させる関連ウェブページ表
示工程を含む，
　方法。
 
【請求項２】
　前記複数の関連ウェブページの全ては，あるウェブサイトに含まれるウェブページであ
り，
　さらに，前記特徴語抽出工程で抽出した特徴語を前記あるウェブサイトのトップページ
に検索インデックスとして追加する工程を含む，
　請求項１に記載の方法。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，関連するウェブページ内コンテンツを分類・整理して表示する方法に関する
。より詳しく説明すると，キーワード検索やカテゴリー検索などでヒットする関連するウ
ェブページ内のコンテンツをあらかじめ属性ごとに分類し整理しておき，その上で関連す
るウェブページへのリンクと，整理したコンテンツとを自由自在に再構成して表示するた
めの方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開２００９－８７１０６号公報には，インターネット情報提供システムが開示されて
いる。このようにある検索語と関連した複数のウェブページ又はウェブページのリンクを
表示する方法は，既に知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－８７１０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　また，たとえば，ある企業のウェブサイトであっても，複数のコンテンツを有しており
，それぞれのコンテンツに対応したウェブページを有しているものがある。そのような場
合も，その企業のウェブサイトにおいて，検索を用いることで，コンテンツを抽出して，
リンク表示を行うことができる。
【０００５】
　しかしながら，そのようなリンク表示は，テキスト情報の羅列であり，メリハリがない
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。また，テキストのみのリンク表示は，ユーザフレンドリーではなく，すべての文字を読
まなければ，適切なリンク先を検討できない。
【０００６】
　このため，せっかくユーザがあるコンテンツに興味を持つ可能性があって，しかも複数
のリンクが表示されていても，ユーザが実際にそのコンテンツにアクセスしない可能性が
高いという問題がある。
【０００７】
　そこで，本発明は，関連するウェブページ内コンテンツを分類・整理して自由自在に再
構成して表示することで，ユーザのアクションを促進させる方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は，複数の関連ウェブページ内のコンテンツを分類・整理して自由自在に再構成
して表示するための方法に関する。
　この方法では，サーバが，複数の関連ウェブページ内のコンテンツをテキスト，及び画
像に分類して，各関連ウェブページのテキスト及び画像の配置を把握する（ウェブ内配置
把握工程）。
　サーバが，ウェブ内配置把握工程で把握したテキスト及び画像の配置に基づいて，各関
連ウェブページを複数の区分に分割する（ウェブ分割工程）。
　サーバが，ウェブ分割工程で分割した各関連ウェブページの区分ごとに，当該区分に含
まれるテキストに基づいて当該区分の特徴語を抽出する（特徴語抽出工程）。
　サーバが，特徴語抽出工程で抽出した各関連ウェブページの区分ごとの特徴語を整理す
る（特徴語整理工程）。
　サーバが，特徴語整理工程で整理した特徴語に基づいて，特徴語に関連したテキスト及
び当該特徴語に関連した画像を整理する（表示情報整理工程）。
　そして，サーバが，サーバと通信回線を介して接続された端末に，表示情報整理工程で
整理された特徴語に関連したテキスト及び整理された特徴語に関連した画像を，複数の関
連ウェブページへのリンクとともに表示させる（関連ウェブページ表示工程）。
【０００９】
　このように本発明の方法は，ウェブページ内の情報をコンテンツ単位で属性ごとに整理
することで，これらのコンテンツを自由自在に再構成して表示させることができる。
【００１０】
　本発明の好ましい態様は，関連ウェブページが，インターネットを用いたウェブ検索に
より関連するとされたウェブページである。
【００１１】
　従来，インターネットを用いた関連サイト検索は，入力されたキーワードを用いて，そ
のキーワードが含まれるか，キーワードと類似度の高い語が含まれるウェブページを機械
的に検索するものであった。このため，機械はそのキーワードの意義を理解できないため
，そのキーワードと関連の高いサイトが必ずしも検索にヒットしない。また，検索結果の
表示リストは，テキスト情報の羅列であり一義的であった。このため，ユーザの欲しい情
報を直接表示することができなかった。たとえば，関連ウェブサイト内の画像として，ユ
ーザがそれを見たときに大変興味を引くであろうものがあったとする。従来の関連サイト
検索では，検索結果を示す画面にそのようなウェブサイトの運営者が自由自在に設定した
要求に関する画像は含まれていない。このためせっかくユーザが興味を持つと考えられる
サイトが存在しても，ユーザがそのサイトへアクセスしないという事態が生じた。
【００１２】
　そこで，この態様では，サイト検索結果を表示する際に，ウェブサイトの運営者からの
リクエストに応じたコンテンツをも自由自在に再構成して表示する。
【００１３】
　本発明の好ましい態様は，複数の関連ウェブページの全ては，あるウェブサイトに含ま
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れるウェブページであり，特徴語抽出工程で抽出した特徴語をあるウェブサイトのトップ
ページに検索インデックスとして追加する工程を含むものである。すると，トップページ
に含まれる検索インデックスをユーザが選択すると，特徴語に関連したリンク表示が自動
的に生成される。
【００１４】
　この機能を用いることで，たとえば，ウェブサイトの運営者が，ある特集ページを編集
する場合，自由自在にそのコンテンツを指定することができる。そして，そのコンテンツ
を示す特徴語を検索インデックスとすることで，その検索インデックスに関連したウェブ
ページのリンクを表示することができるとともに，そのリンクされたウェブページに割り
当てられたスペースに掲載するコンテンツを自由自在に設計できる。このシステムは，そ
の検索インデックスと関連したリンク表示画面が固定されているものではない。このため
，あるウェブサイトに関連したウェブページが追加された場合，その追加されたウェブペ
ージをもあわせて解析するため，検索インデックスに関連したウェブページのリンクを表
示する際に，自動的に追加されたウェブページをも考慮することができることとなる。
【００１５】
　本発明の好ましい別の態様は，特徴語としてタグを用いるものである。そして，この態
様では，ウェブページ内のコンテンツにはタグが振られている。そして，そのタグを用い
て，端末に表示されるコンテンツを整理する。その上で，テキストやそのコンテンツへの
リンクのみならず，たとえば，そのコンテンツに関連した画像をも合わせて端末が表示す
る。
【００１６】
　この態様の方法は，複数の関連ウェブページ内のコンテンツを整理して表示するための
方法である。そして，各関連ウェブページ内の各コンテンツは，タグが付与されたもので
ある。複数の関連ウェブページの例は，ウェブ検索により関連するとされたウェブページ
である。
　サーバが，複数の関連ウェブページ内のコンテンツについてタグを用いて，各関連ウェ
ブページのテキスト及び画像の配置を把握する（ウェブ内配置把握工程）。
　サーバが，ウェブ内配置把握工程で把握したテキスト及び画像の配置に基づいて，各関
連ウェブページを複数の区分に分割する（ウェブ分割工程）。
　サーバが，特徴語抽出工程で抽出した各関連ウェブページの区分ごとのタグを整理する
（特徴語整理工程）。
　サーバが，特徴語整理工程で整理したタグに基づいて，タグに関連したテキスト及び当
該タグに関連した画像を整理する（表示情報整理工程）。
　サーバが，サーバと通信回線を介して接続された端末に，表示情報整理工程で整理され
たタグに関連したテキスト及び整理されたタグに関連した画像を，複数の関連ウェブペー
ジへのリンクとともに表示する（関連ウェブページ表示工程）。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば，関連するウェブページ内コンテンツを分類・整理して自由自在に再構
成して表示する方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は，本発明の方法を実現するためのフローチャートである。
【図２】図２は，本発明の方法を実現するためのシステムのブロック図である。
【図３】図３は，サーバの基本構成を示す機能ブロック図である。
【図４】図４は，関連ウェブページの例を示す図である。
【図５】図５は，あるウェブサイトを区分に分割した例を示す図である。
【図６】図６は，本発明のシステムを導入する前の○○ハウス社のウェブサイトを示す。
【図７】図７は，本発明のシステムを導入した後の○○ハウス社のウェブサイトを示す。
【図８】図８は，本発明のシステムを導入する前の○×○×のウェブサイトを示す。
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【図９】図９は，本発明のシステムを導入した後の○×○×のウェブサイトを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下，本発明を実施するための形態について説明する。本発明の第１の側面は，複数の
関連ウェブページ内のコンテンツを分類・整理して自由自在に再構成して表示するための
方法に関する。図１は，本発明の方法を実現するためのフローチャートである。図１中Ｓ
はステップを意味する。図１に示されるとおり，この方法は，ウェブ内配置把握工程（ス
テップ１０１），ウェブ分割工程（ステップ１０２），特徴語抽出工程（ステップ１０３
），特徴語整理工程（ステップ１０４），表示情報整理工程（ステップ１０５），関連ウ
ェブページ表示工程（ステップ１０６）を含む。
【００２０】
　図２は，本発明の方法を実現するためのシステムのブロック図である。図２に示される
とおり，本発明のシステム１は，本発明のシステムを実装するサーバ２を含む。サーバ２
とクライアント３およびサーバ４とはインターネットなどの通信回線を介して接続されて
いる。なお，通常，クライアント３およびサーバ４は複数である。
【００２１】
　そして，サーバ２は，入出力部１１，制御部１２，演算部１３，記憶部１４を有してお
り，それらの要素はバス１５などで接続されており，情報の授受を行うことができるよう
にされている。すなわち，入出力部１１から所定の情報が入力されると，制御部１２は，
記憶部１４のメインメモリに格納されている制御プログラムを読み出す。そして，制御部
１２は，制御プログラムの指令に従って，適宜記憶部１４に記憶されたデータを読み出し
，演算部１３にて所定の演算を行う。そして，演算結果を記憶部１４に一時的に記憶して
，入出力部１１から出力する。この構成は，クライアント３およびサーバ４も同様である
。
【００２２】
　図３は，サーバ２の基本構成を示す機能ブロック図である。図３に示されるとおり，サ
ーバ２は，ウェブ内配置把握手段２１，ウェブ分割手段２２，特徴語抽出手段２３，特徴
語整理手段２４，表示情報整理手段２５，及び関連ウェブページ表示手段２６を有する。
【００２３】
　ウェブ内配置把握手段２１は，関連するとされた複数の関連ウェブページ内のコンテン
ツをテキスト，及び画像に分類して，各関連ウェブページのテキスト及び画像の配置を把
握するための手段である。
【００２４】
　ウェブ分割手段２２は，ウェブ内配置把握手段が把握したテキスト及び画像の配置に基
づいて，各関連ウェブページを複数の区分に分割するための手段である。
【００２５】
　特徴語抽出手段２３は，ウェブ分割手段が分割した各関連ウェブページの区分ごとに，
当該区分に含まれるテキストに基づいて当該区分の特徴語を抽出するための手段である。
【００２６】
　特徴語整理手段２４は，特徴語抽出手段が抽出した各関連ウェブページの区分ごとの特
徴語を整理するための手段である。
【００２７】
　表示情報整理手段２５は，特徴語整理手段が整理した特徴語に基づいて，特徴語に関連
したテキスト及び当該特徴語に関連した画像を整理するための手段である。
【００２８】
　関連ウェブページ表示手段２６は，サーバ２と通信回線を介して接続された端末に，表
示情報整理手段で整理された特徴語に関連したテキスト及び整理された特徴語に関連した
画像を，複数の関連ウェブページへのリンクとともに表示させるための情報を整えるため
の手段である。
【００２９】
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　次に，実施例を用いて，本発明の第１の側面に関する複数の関連ウェブページ内のコン
テンツを整理して表示するための方法について説明する。
【００３０】
　以下の例では，○○ハウス社のウェブサイトを例に説明する。○○ハウス社のサーバ４
は，○○ハウス社の複数のウェブページを含んでいる。それぞれのウェブページは，サー
バ４内のデータベースに格納されている。
【００３１】
　あるユーザのクライアント３は，サーバ２およびサーバ４と通信回線を介して接続され
ている。たとえば，ユーザが○○ハウス社のウェブサイトにアクセスする。そして，中古
マンション，地域，価格帯を選択したとする。この情報は，ユーザのクライアント３から
サーバ２へと伝えられる。
【００３２】
　サーバ２は，クライアント３から受け取ったウェブ検索に用いる情報（中古マンション
，地域，価格帯に関する情報）を用いて，サーバ２内のデータベースを検索する。サーバ
２は，クライアント３がそれらのウェブページやウェブページへのリンク情報を検索結果
として表示できるように，サーバ４と接続する○○ハウス社のウェブサイトから情報をあ
らかじめ集約し，サーバ２のデータベースに格納している。
【００３３】
　図４は，関連ウェブページの例を示す図である。
【００３４】
　通常，ウェブページは，ウェブページを作成するための言語により作成されている。そ
して，テキスト及び画像については，異なるタグが振られている。このため，例えば，タ
グの出現位置を把握することで，ウェブページ内のコンテンツをテキスト，及び画像に分
類することができ，しかも関連ウェブページのテキスト及び画像の配置を把握することが
できる。
【００３５】
　具体的に説明すると，ウェブ内配置把握手段２１が，サーバ４と接続するウェブサイト
から，関連ウェブページを読み出す。そして，ウェブ内配置把握手段２１が，関連ウェブ
ページに振られたタグを用いて，関連ウェブページを構成するコンテンツをテキスト，及
び画像に分類する。これにより，ウェブ内配置把握手段２１は，関連ウェブページのテキ
スト及び画像の配置を把握する（ステップ１０１）。なお，この配置情報は手入力によっ
て修正されてもよい。この場合，入力された情報をサーバが受け取り，適宜情報処理を行
えばよい。
【００３６】
　ウェブ分割手段２２が，ウェブ内配置把握手段が把握したテキスト及び画像の配置に基
づいて，各関連ウェブページを複数の区分に分割する（ステップ１０２）。
【００３７】
　たとえば，画像にはその付近の位置に画像を説明する文章が付されている。よって，画
像がどのような属性のものであるか把握するためにウェブページを複数の区分に分割する
。また，タイトルと本文とでは，フォントの大きさが異なっていたり，フォントの色が異
なる場合がある。たとえば，フォントの大きさやフォントの色は，ウェブページを作成す
る言語におけるタグにより区別される。このため，タグを解析することで，フォントの相
違を把握することができる。このようにして，ウェブページを複数の区分に分割すること
ができる。また，この区分情報は手入力によって修正されてもよい。この場合，入力され
た情報をサーバが受け取り，適宜情報処理を行えばよい。
【００３８】
　図５は，あるウェブサイトを区分に分割した例を示す図である。図中符号３１は，分割
された区分を示す。
【００３９】
　特徴語抽出手段２３が，ウェブ分割手段が分割した各関連ウェブページの区分ごとに，
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当該区分に含まれるテキストに基づいて当該区分の特徴語を抽出する（ステップ１０３）
。
【００４０】
　この特徴語がテキストに含まれており，テキストから特徴語が抽出されても良い。サー
バ２の特徴語データベースを用いて，テキストに含まれていない語が特徴語として特徴語
データベースから抽出されても良い。またこの特徴語は手入力によって抽出，追加されて
もよい。この場合，入力された情報をサーバが受け取り，適宜情報処理を行えばよい。
【００４１】
　サーバ２の特徴語データベースは，たとえば，ある単語と関連する特徴語とを関連付け
て記憶したデータベースである。たとえば，ある単語（８畳，１００平米）と関連付けて
特徴語「間取り」が記憶されている。テキストを複数の単語群に分割する方法は既に知ら
れている。そこで，特徴語抽出手段２３は，区分に含まれるテキストを単語に分ける。そ
して，単語ごとに特徴語データベースへアクセスして，特徴語を抽出する。このようにす
ることで，その区分がどのような特徴語と関連しているかを把握できる。また，テキスト
から，どのような情報と関連しているかについて特徴語を推奨することができる。これに
よりテキストに用いられる単語によらず，その区分の属性を適切に把握できる。属性の例
は，「間取り図」である。またこの属性情報は手入力によって修正されてもよい。この場
合，入力された情報をサーバが受け取り，適宜情報処理を行えばよい。
【００４２】
　上記のようにすることで，各関連ウェブページを区分に分割し，区分ごとの属性を把握
できる。属性の例は，タイトル（マンション名），最寄り駅，最寄り駅からの近さ，家賃
，間取り情報，間取り図，屋内写真，及び建物外観である。
【００４３】
　また，ウェブページごとに，最小コンテンツ単位に分割して，それぞれを特徴語と関連
付けてサーバ２のデータベースに記憶させることができる。このような最小コンテンツ単
位（区分）の例は，カテゴリー，タイトル，商品名，価格，本文，画像，投稿者名，コメ
ント，評価，家賃，最寄り駅，最寄り駅からの近さ，家賃，間取り情報，間取り図，屋内
写真，及び建物外観などである。
【００４４】
　特徴語整理手段２４は，特徴語抽出手段が抽出した各関連ウェブページの区分ごとの特
徴語を整理する（ステップ１０４）。たとえば，ウェブサイトの運営者が，マンション名
，家賃，最寄り駅，間取り図，屋内写真を検索結果に表示することを希望したとする。本
発明は，固定化されたリンク表示を行うのではなく，関連ウェブページを分析・把握した
上で，関連ウェブページへのリンク画面を表示する。このため，本発明によれば，関連ウ
ェブページから抽出する内容を自由自在に調整することができる。すると，サーバ２は，
各関連ウェブページに含まれるマンション名，家賃，最寄り駅，間取り図，及び屋内写真
に関する情報を各関連ウェブページと関連させて抽出する。その上で，サーバ２は，ウェ
ブページ１画面に５つのウェブページへのリンクと関連情報を表示させるための整理を行
う。この整理には，画像の大きさ，情報の割り当てが含まれる。
【００４５】
　サーバ２は，ウェブページ１画面に５つのウェブページへのリンクと関連情報を表示さ
せるためのスペースを演算する。そして，各スペースにおける本文と画像の割り当てを求
める。この割り当ては，各スペースの面積，テキストの数，及び画像の数を用いることで
サーバ２が自動的に求めることができる。またこの割り当ては手入力によって修正されて
もよい。この場合，入力された情報をサーバが受け取り，適宜情報処理を行えばよい。そ
して，サーバ２は，画像の大きさが決まったら，各関連ウェブページの画像を決まった大
きさへ修正する処理を行う。この作業は，各画像の大きさに関する情報を読み出す。そし
て，各画像のスペースに関する情報を用いて，各画像の拡大又は縮小する値を求める。そ
の上で，求めた拡大又は縮小に関する値に基づいて，各画像を拡大又は縮小して，記憶部
に記憶する。
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【００４６】
　また，サーバ２は，各関連ウェブページについて，各関連ウェブページに含まれるマン
ション名，家賃，最寄り駅，間取り図，及び屋内写真に関する情報を記憶している。この
ため，ステップ１０４では，各スペースに配置するマンション名，家賃，最寄り駅などテ
キストの配置をも決定した上で，適切な部分に配置される情報として，マンション名，家
賃，最寄り駅などに関する情報をそれぞれの関連ウェブページと関連させて記憶する。こ
のようにして，各関連ウェブページの区分ごとの特徴語が整理される。
【００４７】
　関連ウェブページ表示手段２６が，サーバ２と通信回線を介して接続された端末に，表
示情報整理手段で整理された特徴語に関連したテキスト及び整理された特徴語に関連した
画像を，複数の関連ウェブページへのリンクとともに表示させるための情報を整える（ス
テップ１０５）。
【００４８】
　すなわち，サーバ２は，クライアント３が各スペースに画像を含めたリンク情報を表示
できるように，サーバ４と接続するウェブサイトから情報をあらかじめ集約しサーバ２の
データベースに格納している。この情報は，スペースの分割数，各スペースにおける，マ
ンション名，家賃，最寄り駅，間取り図，及び屋内写真の配置情報，特徴語に関連するテ
キスト，及び大きさの修正された画像を含む。そして，画像表示を行うための情報が，サ
ーバ２からクライアント３へと伝えられる。この情報を受け取ったクライアント３は，も
モニタに画像を含めたリンク画面を表示することができる。
【００４９】
　本発明の好ましい態様は，関連ウェブページが，インターネットを用いたウェブ検索に
より関連するとされたウェブページである。
【００５０】
　インターネット検索サイトは，多数知られている。本発明のサーバ２は，インターネッ
ト検索に用いられる既に知られたサーチエンジンの機能を備える。そして，ユーザがサイ
ト検索を行った場合，通常の方法に基づいて，ランクの高いウェブページのリストを作成
する。その際，ランクの高い（たとえば，１位から１０位である）ウェブページを上記の
関連ウェブページとする。すると，ウェブサイトの運営者の自由自在な設定に基づいて，
リンクと関連付けて表示するコンテンツが決められる。そして，各関連ウェブページを上
記したと同様にして最小コンテンツに分類する。その上で，サーバ２が，ウェブサイトの
運営者の自由自在な設定に基づきリンクと関連付けて表示されるコンテンツを整理してユ
ーザのクライアントへ送信する。このようにすれば，関連ウェブページへのリンクを表示
する際にも，それらウェブページに含まれるコンテンツをあわせて表示することができる
こととなる。
【００５１】
　本発明の好ましい態様は，複数の関連ウェブページの全ては，あるウェブサイトに含ま
れるウェブページであり，特徴語抽出工程で抽出した特徴語をあるウェブサイトのトップ
ページに検索インデックスとして追加する工程を含むものである。すると，トップページ
に含まれる検索インデックスをユーザが選択すると，特徴語に関連したリンク表示が自動
的に生成される。
【００５２】
　この機能を用いることで，たとえば，ウェブサイトの運営者が，ある特集ページを編集
する場合，自由自在にそのコンテンツを指定することができる。そして，そのコンテンツ
を示す特徴語を検索インデックスとすることで，その検索インデックスに関連したウェブ
ページのリンクを表示することができるとともに，そのリンクされたウェブページに割り
当てられたスペースに掲載するコンテンツを自由自在に設計できる。このシステムは，そ
の検索インデックスと関連したリンク表示画面が固定されているものではない。このため
，あるウェブサイトに関連したウェブページが追加された場合，その追加されたウェブペ
ージをもあわせて解析するため，検索インデックスに関連したウェブページのリンクを表
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示する際に，自動的に追加されたウェブページをも考慮することができることとなる。
【００５３】
　本発明は，コンピュータを，
　複数の関連ウェブページ内のコンテンツを分類・整理し自由自在に再構成して表示する
ための方法であって，
　前記コンピュータが，複数の関連ウェブページ内のコンテンツをテキスト，及び画像に
分類して，各関連ウェブページのテキスト及び画像の配置を把握するウェブ内配置把握工
程と，
　前記コンピュータが，前記ウェブ内配置把握工程で把握したテキスト及び画像の配置に
基づいて，各関連ウェブページを複数の区分に分割するウェブ分割工程と，
　前記コンピュータが，前記ウェブ分割工程で分割した各関連ウェブページの区分ごとに
，当該区分に含まれるテキストに基づいて当該区分の特徴語を抽出する特徴語抽出工程と
，
　前記コンピュータが，特徴語抽出工程で抽出した各関連ウェブページの区分ごとの特徴
語を整理する特徴語整理工程と，
　前記コンピュータが，前記特徴語整理工程で整理した特徴語に基づいて，前記特徴語に
関連したテキスト及び当該特徴語に関連した画像を整理する表示情報整理工程と，
　を含む方法を実行するためのサーバとして機能させるためのプログラムをも提供する。
【００５４】
　上記のプログラムは，先に説明した本発明の方法の構成を適宜採用することができる。
【００５５】
　本発明は，さらに，上記のプログラムを格納したコンピュータにより読み取り可能な情
報記録媒体をも提供する。
【実施例１】
【００５６】
　実施例１は，○○ハウス社のウェブサイトである。図６は，本発明のシステムを導入す
る前の○○ハウス社のウェブサイトを示す。図７は，本発明のシステムを導入した後の○
○ハウス社のウェブサイトを示す。
【００５７】
　図６に示されるとおり，ある検索語を用いて関連するウェブサイトを検索した際，従来
はリンク表示とテキストの羅列が表示されるだけであった。これでは，各ウェブサイトへ
アクセスしなければ，それぞれのウェブサイトのコンテンツを容易に把握できなかった。
【００５８】
　図７に示されるとおり，本発明のシステムを導入した後は，このシステムが各関連ウェ
ブページのコンテンツを自動的に解析する。その上で，図７に示されるカスタマイズした
リンク表示を行うことができる。また，このリンク表示におけるコンテンツは，ウェブサ
イトの運営者が自由に選択することもできる。すなわち，ウェブサイトの運営者がリンク
表示に表示することを希望するコンテンツを選択する。すると，サーバ２は，この選択情
報を受け取る。その上で，リンク表示画面に表示される各リンク先のウェブページに関す
るスペースを決定する。その上でそのスペースに，ウェブサイトの運営者が希望するコン
テンツの表示領域を割り当てる。このようにすることで，ウェブサイトの運営者が自由自
在に表示するコンテンツを選択できることとなる。図７の例では，マンション名が表示さ
れる。また，ウェブサイトの運営者が選択した４つのテキスト情報が，リンク先ごとに表
示される。さらに，ウェブサイトの運営者は，物件の外観画像，内装，見取り図を選択し
たので，リンク表示画面には，それらの画像情報も含めて表示されている。
【実施例２】
【００５９】
　実施例２は，ある旅行代理店○×○×のウェブページである。図８は，本発明のシステ
ムを導入する前の○×○×のウェブサイトを示す。図９は，本発明のシステムを導入した
後の○×○×のウェブサイトを示す。
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【００６０】
　従来，ユーザが温泉という用語を用いて○×○×のウェブサイトにおいて検索を行うと
，図８に示されるように，それぞれの温泉を紹介するウェブページへのリンクとあわせて
，テキスト情報のみが表示されるだけであった。
【００６１】
　一方，本発明のシステムを導入した後の○×○×のウェブサイトは，図９に示されると
おり，料理の画像のほか，温泉の特徴といえる画像も表示される。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明は情報通信技術に関するため，情報通信関連の分野において利用されうる。
【符号の説明】
【００６３】
　２１　ウェブ内配置把握手段
　２２　ウェブ分割手段
　２３　特徴語抽出手段
　２４　特徴語整理手段
　２５　表示情報整理手段
　２６　関連ウェブページ表示手段
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